
紫陽花の花につつまれる道場で

紫陽花の花につつまれる道場で

元生長の家理事元生長の家理事
元千葉教区等教化部長元千葉教区等教化部長
              安東 巖 先生              安東 巖 先生

元生長の家本部講師元生長の家本部講師
元十勝、旭川教区等教化部長元十勝、旭川教区等教化部長                              
                            高倉 俊治 先生高倉 俊治 先生

講　師

ゲスト講師（予定）

久保  文剛久保  文剛          講師     講師     熊本    司     講師   熊本    司     講師   
井手本 昌久 講師     上野   耕治  講師   井手本 昌久 講師     上野   耕治  講師   
國弘  昭義     講師     岡村  佳明  講師  國弘  昭義     講師     岡村  佳明  講師  
木下 千鶴子  講師     井関  隆文  講師木下 千鶴子  講師     井関  隆文  講師

12:40 開会式

13:15 講話「ようこそよろこびの練成会へ」
14:10 講話「繁栄と幸福を招く先祖供養」
15:50   先祖供養祭
17:20 夕食・休憩

18:20 講話「幸福を開く鍵
　　　　　　　   ― 心で運命を変える」
19:10 よろこびの座談会

19:50 神想観の実修

20:10 終了

  
6:30 早朝行事

  7:20 朝食・休憩

  8:20 「神想観の意義と実修」

  9:25 講話「感謝は全てを癒やす
　　　　　　　　― 父母に感謝する」
10:20

 

12:20 昼食・休憩

13:10 体験講話

谷口雅春先生四十一年墓前祭

11:55 昼食・休憩

12:55 福笑い大会 ― 幸せの扉今開く
13:30 講話「新生への出発
　　　　　　    ― 愛と光の生活へ」
14:25 新生の誓い

15:00 閉会式（解散 15:30）

先
祖
供
養
祭

（
第
十
三
回
）

浄
心
行

（
第
十
三
回
）

祈
り
合
い
の
神
想
観

（
第
十
三
回
）

感謝の日

浄心の日

新生の日

　１日目　１日目
    ５日 ５日 金金

14:10 講話「人間神の子
　　　    ―病なし、迷なし、罪なし」
15:10 よろこびの座談会

16:35 夕食・休憩

17:50 講話「浄心行の意義
　　　　　　　―  一切の業を浄める」
19:00   浄心行
20:10 終了

プログラム ーー生活が変わり、人生が変わり、運命が変わる！生活が変わり、人生が変わり、運命が変わる！

  6:30 早朝行事

  7:20 朝食・休憩

  8:15 講話「天皇国日本の
　　　素晴らしさと住吉大神の使命」
  9:20 講話「祈り合いの神想観の説明」

10:05   祈り合いの神想観
11:05 よろこびの座談会

（プログラムは変更になる場合があります）

  ６６ ５５        ７７                           　 　月月       日 金   ～   ～    　　 日 日令和８年令和８年
谷口雅春先生報恩

全国練成道場において
地図は裏面をご覧下さい。地図は裏面をご覧下さい。

（
墓
前
祭
前
の
安
東
先
生
ご
講
話
よ
り
）

（
墓
前
祭
前
の
安
東
先
生
ご
講
話
よ
り
）

　

何
か
願
い
事
の
あ
る
人
は
、
谷
口

　

何
か
願
い
事
の
あ
る
人
は
、
谷
口

雅
春
先
生
に
そ
の
願
い
事
の
成
就
を

雅
春
先
生
に
そ
の
願
い
事
の
成
就
を

祈
っ
て
下
さ
い
。
そ
う
で
な
い
人
は

祈
っ
て
下
さ
い
。
そ
う
で
な
い
人
は

谷
口
雅
春
先
生
に
、
こ
の
教
え
の
お

谷
口
雅
春
先
生
に
、
こ
の
教
え
の
お

陰
で
今
日
の
幸
せ
が
あ
り
ま
す
と
感

陰
で
今
日
の
幸
せ
が
あ
り
ま
す
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
て
下
さ
い
。
こ
れ

謝
の
言
葉
を
述
べ
て
下
さ
い
。
こ
れ

が
谷
口
雅
春
先
生
の
お
墓
に
お
参
り

が
谷
口
雅
春
先
生
の
お
墓
に
お
参
り

す
る
私
達
の
心
構
え
で
す
。

す
る
私
達
の
心
構
え
で
す
。

多
磨
霊
園
墓
前
に
て

多
磨
霊
園
墓
前
に
て

報
恩
感
謝
の
聖
経
を
読
誦
し
ま
す

報
恩
感
謝
の
聖
経
を
読
誦
し
ま
す

多
磨
霊
園
墓
前
に
て

多
磨
霊
園
墓
前
に
て

報
恩
感
謝
の
聖
経
を
読
誦
し
ま
す

報
恩
感
謝
の
聖
経
を
読
誦
し
ま
す

谷口雅春先生の墓前で報恩感謝の聖経を読誦する谷口雅春先生の墓前で報恩感謝の聖経を読誦する

参列者の皆さん（令和７年６月７日 第 11 回）参列者の皆さん（令和７年６月７日 第 11 回）

　2 日目　2 日目
    6 日 6 日 土土

 ３日目 ３日目
    ７日 ７日 日日

★問題の徹底解決は個人指導から。 プログラムと並行して最高の講師陣による個人指導を随時行います。是非お申込みください。

谷
口
雅
春
先
生

谷
口
雅
春
先
生

四
十
一
年
祭

四
十
一
年
祭



全国練成道場までの地図

※ 6 月 5 日の先祖供養祭にご参列の方は、霊牌をできるだけお書きになってお持ちください。※ 6 月 5 日の先祖供養祭にご参列の方は、霊牌をできるだけお書きになってお持ちください。
       　  　 （ お持ちでない方は「全国練成係」までご連絡くださればお送りいたします ）（ お持ちでない方は「全国練成係」までご連絡くださればお送りいたします ）

< 生長の家社会事業団「全国練成係」>　
FAX：042-843-0076

①「全国練成会参加申込用紙」にご記入の上、
FAX または郵送でお申し込みいただくか、
② スマートフォンをかざして右のＱＲコードか
らお申し込みください。

交通手段

宿泊実費（一泊あたり）

道場  3,000 円
ホテル 10,000 円（予定）

（ホテルはシングルルームです）

宿泊は「道場」「ホテル」のいずれかを
お選びいただけます。

（ホテルの申込期限は 5 月 25 日です）

宿泊について

奉納金
6 月 5 日  3,000 円以上随意

6 月 6 日  4,000 円以上随意

6 月 7 日  4,000 円以上随意

・全期参加で道場２泊の場合
　　　 17,000 円以上随意

・全期参加でホテル２泊の場合
             31,000 円以上随意

奉納金、持ち物、テキスト
第 14 回谷口雅春先生報恩全国練成会のお申込み

●徒歩 15 分 JR 南武線 谷保駅から

持ち物
聖経「四部経」、着替
え、寝間着、洗面具、
筆記用具、筆ペン

テキスト
聖経『真理の吟唱』、『続 真理の吟唱』新編『生
命の實相』１巻・12 巻・13 巻 ( 頭注版１巻・7 巻 )、
新版『人生を支配する先祖供養』、新版『人間苦
の解放宣言』、新版『詳説 神想観』他

●バスの場合　南口 4 番乗り場（何行きでも可）
（｢国立高校前｣ で下車、バス停から徒歩３分）

●タクシーの場合　南口のタクシー乗り場
（〝｢NHK 学園｣そばの ｢生長の家神の国寮｣まで〟と運転手に伝える

とわかると思います )（料金は 700~800 円）    

 国立駅から
JR 中央線 国立駅まで

新宿から32分

※駐車場がございませ
んので、公共交通機関
をご利用ください。

  

今
日
か
ら
が
私
の
新
し
い
出
発
！

埼
玉
県
　
Ｏ
．
Ｋ
．（
76
歳
）

　
参
加
の
動
機
は
、
主
人
が
二
回
目
の
心
臓
の

不
整
脈
の
手
術
を
受
け
る
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
一
回
目
は
失
敗
し
て
い
る
の
で
、
今
回
は

無
事
に
成
功
し
て
ほ
し
く
て
主
人
を
連
れ
て
の

参
加
で
し
た
。
二
泊
三
日
の
短
い
期
間
で
し
た

が
、
本
当
に
中
身
の
濃
い
練
成
会
で
し
た
。
主

人
の
為
に
来
た
と
思
っ
て
い
た
練
成
会
で
し
た

が
、
本
当
は
自
分
の
為
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

　
長
女
の
私
は
常
に
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
と

思
い
、
又
、
親
か
ら
も
良
い
子
だ
と
云
わ
れ
て

い
た
自
分
は
い
つ
し
か
良
い
人
を
演
じ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
生
長
の
家
に
も
若
く
し
て
触
れ
、『
甘
露
の

法
雨
』
を
読
み
、
先
祖
供
養
も
し
っ
か
り
や

り
、
神
想
観
も
や
り
、
何
と
な
く
無
事
に
過
ご

し
、
本
当
の
自
分
に
気
付
か
ず
い
つ
し
か
傲
慢

に
な
っ
て
い
た
自
分
。
し
か
し
三
日
目
に
な
っ

て
、
い
つ
も
鎧よ

ろ
いを
着
て
良
い
人
を
演
じ
て
い
た

自
分
が
本
当
は
嫌
で
自
分
に
腹
を
立
て
て
い
た

の
だ
と
気
付
き
、
一
番
迷
惑
し
て
い
た
の
は
夫

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
日
か
ら
が
私
の
新
し
い
出
発
な
の
だ
と
思

う
と
同
時
に
、
本
当
の
生
長
の
家
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
付
か
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
感
動
の
練
成
会

大
阪
府
　
木
村  

ユ
ク
ヨ
（
79
歳
）

　
初
め
て
報
恩
全
国
練
成
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
今
ま
で
練
成
会
に
は
白
鳩
会
で
毎

回
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
ほ
ど
新
た
な

気
づ
き
、
発
見
、
感
動
を
味
わ
っ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
の
講
師
の
話
を
お
聞
き
し
て
も
、

そ
う
だ
そ
う
だ
と
強
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

本
当
に
こ
の
練
成
会
の
雰
囲
気
に
感
動
し
ま
し

た
。
一
人
で
本
を
読
む
時
よ
り
も
、
皆
様
と
大

勢
の
中
で
学
ぶ
こ
と
は
深
く
心
に
う
が
ち
入
る

よ
う
で
し
た
。

　
聖
歌
を
何
回
も
聞
か
せ
て
頂
き
心
が
浄
ま
り

ま
し
た
。
会
場
で
お
世
話
し
て
下
さ
る
皆
様
に

も
大
変
深
切
に
し
て
い
た
だ
き
有
り
難
か
っ
た

で
す
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
新
生
し

た
よ
う
な
気
分
で
す
。

  
今
を
生
き
る
べ
き
だ
と
気
づ
き
ま
し
た

茨
城
県
　
平
井  

敦
士
（
19
歳
）

　
日
頃
か
ら
他
人
の
よ
く
な
い
部
分
を
見
つ
け

て
し
ま
い
人
間
関
係
に
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
練
成
会
に
参
加
し
て
改
め
て

心
の
法
則
と
い
う
も
の
を
深
く
実
感
し
、
実
相

を
観
ず
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
よ
く
笑
い
、
深
切
を
し

て
、
万
物
に
感
謝
す
る
生
活
を
実
現
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
の
兄
と
弟
に
病
が
あ
り
、

そ
の
環
境
が
す
ご
く
嫌
で
親
を
心
の
底
か
ら
好

き
に
な
れ
な
い
自
分
が
い
た
の
で
す
が
、
先
祖

供
養
や
父
母
へ
の
感
謝
の
講
話
を
聞
い
て
、
今

か
ら
で
も
感
謝
の
気
持
ち
を
深
く
し
て
い
き
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
座
談
会
に
て
安
東
先
生
か
ら
「
今
与
え
ら
れ

て
い
る
使
命
、
今
与
え
ら
れ
て
い
る
仕
事
を
一

所
懸
命
や
っ
て
い
た
ら
、
一
生
の
や
る
べ
き
使

命
と
か
仕
事
が
見
え
て
く
る
時
期
が
く
る
」
と

ご
指
導
い
た
だ
き
、
私
は
今
を
生
き
る
べ
き
だ

と
気
づ
き
ま
し
た
。
今
こ
こ
に
神
様
の
生
命
を

実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
13
回 

谷
口
雅
春
先
生
報
恩
全
国
練
成
会
　

   
よ
ろ
こ
び
の
感
想
文
よ
り



全国練成会の参加には事前のお申し込みをお願いしております。ご参加を希望されます際に
は、事前にこの申込書に必要事項をご記入の上、ファックス又は郵送にて下記宛にお送りく
ださい。（ファックスでお申し込みいただいた場合は、念のため社会事業団宛に確認のお電話をお願いいたします。

チラシや申込書に掲載されているQRコードを利用してスマートフォンからも簡単にお申し込みができます）

『谷口雅春先生報恩全国練成会』参加申込書
ふりがな 生

年 昭和 ・ 平成 男
月

氏 名 日 年 月 日 女

住 所 〒
マンション 都 道
名、号室ま
でご記入く 府 県
ださい

電 話 － － （連絡のとりやすい電話をご記入ください）

第１日目 第２日目 第３日目 奉納金等計算欄（※この欄はご記入不要です）

参加日に○ 奉納金 宿泊実費（１泊あたり）

をお付けく 第１日目 3,000円以上随意 道場 3,000円

ださい。 第２日目 4,000円以上随意 ホテル 10,000円(予定）

第３日目 4,000円以上随意 （ホテルは禁煙満室のため「喫煙」
となる予定です。ご了承ください）

○通い参加の場合は奉納金のみ（全日通い11,000円以上）
宿泊を希望

第１日目 第２日目 ○宿泊を伴う場合は下記のとおり（奉納金＋宿泊実費）される方は
「道場」 の宿泊 の宿泊 参加形態 道場泊 ホテル泊
「ホテル」 全期参加(2泊3日) 17,000円以上 31,000円以上

のいずれか 道場 道場 ホテルの 1・2日目参加(1泊2日) 10,000円以上 17,000円以上

に○をお付 申込期限は 2・3日目参加(1泊2日) 11,000円以上 18,000円以上

けください。 ホテル ホテル 令和8年5月

25日です。 （合計）

食事の要・ 第１日目 第２日目 第３日目 食事の要（○）・不要（×）を
不要 ご記入ください。

夕食 朝食 昼食 夕食 朝食 昼食
（食事のご用意は奉納金に含まれて
いますので、食事をとられなくても
奉納金に変わりはありません）

どちらかに○をおつけください。
参加の動機 １.生長の家の練成会は初めて ２.この練成会又は他の練成会に参加したことがある
等について
(○印で囲 参加の動機について○をつけてください。
で下さい) １．人間関係の調和 ２．健康・病気等の快癒

３．受験・就職等の祈願成就 ４．先祖供養
５．信仰の深化・リフレッシュ
具体的にご記入いただける場合は下記にお書きください。

練成期間中の個人指導の希望(○で囲んで下さい) ・希望する ・希望しない

（注）奉納金は、当法人の主たる目的である業務の「精神文化振興事業」に関連する随意の奉讃金であり、役務の個別の対価ではありません。

お申込先 公益財団法人生長の家社会事業団「全国練成会」 右のＱＲコード

〒186-0003 東京都国立市富士見台二丁目３９番地の１ から申し込むこ

ＦＡＸ０４２－８４３－００７６ 電話０４２－８４３－００７５ ともできます。

（令和8年4月10日改訂版） 第14回 谷口雅春先生報恩全国練成会

※
申
し
込
ま
れ
た
後
で
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


